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令和 5 年 6 月 27 日               

令和 5 年 6 月度情報発信 No.103 

材料・環境研究所 代表 長野博夫 

 1）最新さびと防食の基本と仕組み 第 1 版第 1 刷 

 当書物は 6 月 17 日に発行されました。広島大学名誉教授の松村昌信先生、兵庫県立大

学名誉教授内田仁先生と共著で仕上げました。今回の内容は、従来のさびに加えて、腐

食・防食に力点を置いて書き上げました。腐食・防食の基本と応用を理解するうえで、

皆様方のご参考になるものと期待しています。 

 以下に表紙とコラムの一例をご紹介します。（第１～17 章のコラムは、3 著者が分担

執筆しております） 
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２）活動状況 

 弊社のクライアント O 社から、電位差腐食についてご質問がありました。 

ご質問：ステンレス鋼と炭素鋼管が、電気的に接触し、その間を給湯水が流れる場合、

炭素鋼管の電位差腐食の可能性は如何？ 
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回答：① 溶存酸素が飽和している場合は、ステンレス鋼管は不動態化しておりカソー

ド（陰極）となり、炭素鋼管はアノード（陽極）となります。炭素鋼管には電位差腐食

が生じます。すなわち、 

炭素鋼管の腐食＝ステンレス鋼と電気的に接触しないときの自らの腐食＋ ステンレス鋼

と接触したときに生ずる電位差腐食となります。 

② 給湯水が脱気されている場合は、ステンレス鋼と炭素鋼管の間に腐食電位差が存在

していても、電位差腐食は無視できるほど小さいと考えられます 

③ 炭素鋼管の防食の観点から給湯水をアルカリ性にする時は如何？ 

室温で水の pH を 13 以上にすると、ステンレス鋼は無論、炭素鋼も不働態化し両者の腐

食電位差はほぼ無くなるので、電位差腐食はなくなるのではと考えられます。 

３）特記事項 

① 英会話教室に出席（5 月 18 日、神戸市） 

② 英会話教室に出席（5 月 25 日、神戸市） 

③ 英会話教室に出席（6 月 1 日、神戸市） 

④ 英会話教室に出席（6 月 8 日、神戸市） 

⑤ 英会話教室に出席（6 月 15 日、神戸市） 

⑥ 英会話教室に出席（6 月 22 日、神戸市） 

以 上 


